
「国際女性デー」は、女性の権利を守り政治的・経済的分野への参画、ジェンダー平等の実現を目指し

て、1975 年に国連が制定しました。また、厚生労働省では、毎年３月１日から８日までを「女性の健康

週間」と定めています。女性が生涯を通じて、健康で明るく充実した日々を過ごすためには、社会全体で

女性の健康について理解し支援することが大切なことから、『女性の健康』をテーマに、パネル展示や、

経済的な理由などで生理用品を買えない等の女性や女の子を支援する「チア・トイレ」に取り組みました。 

●「わたし」×未来を切り開くワークショップ （全４回） 

ジェンダー平等を実現し、‟自分らしく活躍する“ためのワークショップを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は、「ジェンダー平等とは？」の講話を聴いたり、ワークショップを体験しながら、「無意識の

思い込み」等があったことに気付きました。また、地域で活躍するロールモデルの話を聴いて意見交換を

する中で、年齢や性別、環境にとらわれない多様な生き方や考え方を認め、‟自分らしい活躍“や‟協働する

ネットワークの大切さ”等について考え、‟チャレンジしたい気持ち“と向き合う良い機会となりました。 

  

 

 

  

 
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
  
 

◇◇講師等の紹介 ★は運営スタッフ◇◇ 

・1 回目（9/24） ＜ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等って何？からのはじめの一歩＞ 

谷川 勝彦 氏 （NPO 法人ルネスかごしま代表） 

★若松 美和 氏 『自分の中にある固定概念に気づくワークショップ』  

・2 回目（10/22） ＜わたしがやりたいことのﾒｯｾｰｼﾞとﾚｼﾋﾟ vol①＞ 

前田 彩花 氏 （Strawberry House 彩） 

肥後 智子 氏 （クレバリーホーム鹿屋中央店 店長） 

★隈崎 和代 氏 『自分の価値観に気づくワークショップ』 

・３回目（11/26） ＜わたしがやりたいことのﾒｯｾｰｼﾞとﾚｼﾋﾟ vol②＞ 

鳥越 佳那 氏 （鹿屋市地域おこし協力隊） 

★隈崎 和代 氏 『やりたいを見える化するワークショップ』 

・４回目（1/21） ＜「わたしなんて」から「わたしなら」へ ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等へのパラダイムシフト＞ 

★隈崎 和代 氏 『やりたいを見える化し実践に繋ぐワークショップ』 
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◇３月８日は 「国際女性デー」＆３月１日～8 日は「女性の健康週間」 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 回
覧 

◇ワークショップを開催しました 

 

○パネル展示（期間：３月１日～８日） 

・女性ホルモンのリズムと関連症状（更年期等）、「乳がん」

「子宮頸がん」等の検診受診の啓発や貧血に関する情報提供 

・『リプロダクティブヘルス/ライツ～性と生殖に関する健康と

権利～』に関する資料等の展示 

○チア・トイレ設置（期間：３月１日～29 日） 

・トイレ内に設置してあるカードを、指定された場所で提示す

ると生理用品を１人１パックお渡しする取組 

（市役所本庁、市立図書館） 



鹿屋市 市民課 男女共同参画推進室  
〒893-8501 鹿屋市共栄町 20 番１号  

T E L：（0994）43-2111（内線 3171） 
F A X：（0994）31-1170         

E-mail： danjyo@city.kanoya.lg.jp          ▲男女共同参画推進室ホームページ 

 

  
 

 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇セミナー等を開催しました 

 

 

 

‟誰もが働きやすい職場環境づくり“を目指し、

事業主や管理職を対象としたセミナーを開催しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加者は、若者の早期離職の防止や、職場のコ

ミュニケーションの活性化等の課題解決に向け

て、これからの時代に求められる職場づくりの重

要性について学びました。『従業員の活力向上や

生産性の向上のためのヒントを得た。』『他の事

業所の方々と交流ができて良かった。』など、参

加者から多くの声をいただきました。 

◇お知らせ 

●誰もが活き生きと活躍する職場を実現する 

ワークライフバランスセミナー （１月 17 日実施） 

講師 上村 ひさみ 氏（鹿児島健康経営アドバイザー協会代表） 

 

●鹿屋市配偶者暴力相談支援センター    ＴＥＬ 0994（31）1171 
 
◇一般相談（電話相談、来所相談）月～金 9:00～17:00（土日祝、年末年始除く。） 

※来所相談の際は事前に電話でご予約ください。 

◇専門相談 ※事前の予約が必要です。 

・法律相談 月１回 原則第４火曜日（弁護士） 

・配偶者等からの暴力被害者のためのカウンセリング 月１回 原則第３火曜日（臨床心理士） 

 

 

 

●お待ちしています！まちづくり出前講座へお申込みください！ 

市民の皆様のところへ市の職員が出向き、市の取組や事業、施策についての理解を深めていただく講座です。 

『そうか、なるほど！』男女共同参画について一緒に学んでみませんか。 

テーマ：『男女共同参画ってなあに？』 

対 象：市内在住・在勤・在学している方 10名以上で構成される団体 

時 間：60分程度（10:00～21:00の間） 

申 込：受講希望日の20日前までに男女共同参画推進室へ申込書を提出 

 

🌸新年度がスタートします。 

町内会やグループで！ 

職場や学校でも！ 

☺みんなで楽しく学ぼう！ 

～男女共同参画～ 

  

●人権・デートDV防止研修会  

中学生や高校生を対象に「他人の尊厳を傷つける

ような暴力は許さない」という意識を持ち、男女の

対等な人間関係について学習する研修会を実施し

ました。講師は、DV 被害者支援の会アミーチ、石

走知子氏（鹿児島大学准教授）が務めました。 

受講した生徒からは、『対等な関係を作ることが

大切だと強く思った』『尊重・共感・自己決定を大

切にしたい』等の感想が寄せられました。 

◇実績：中学校８校、高校２校 

●お届けセミナー・出前講座  

男女共同参画や女性活躍を推進するため、団体や

企業等が主催する研修会等に講師を派遣しました。 

お届けセミナーでは、‟ハラスメント防止“や‟ジェ

ンダー平等推進”等をテーマに講話を聴き、理解を

深めていました。 

出前講座においても男女共同参画の取組等につ

いて熱心に学んでいただきました。 

◇お届けセミナー：４団体 

◇出前講座：３団体 

 

https://www.city.kanoya.lg.jp/danjyo/kurashi/kyose/danjo/koenkai.html

